
【部課名： 都市政策部水道課 】

事業の課題/今後の取組み

基本目標

個別目標

個別目標の

方向性

みんなが住みよい環境が整っているまち

水道水の安定供給と下水機能が整い災害

にも備えているまち

安全安心な水道水を安定供給します

配水施設の維持及び効率的な水運用

技術を委託業者に指導・監督を行う

職員の水道施設の維持管理の継承が

課題である。

93.6

R6実績値

総合計画の位置づけ

事業名 取組みの成果/指標への影響事業目的/概要 総合計画の指標

指標水道施設維持管理事業 総計の

現状値

事業名 事業目的/概要 総合計画の指標 取組みの成果/指標への影響 事業の課題/今後の取組み

（　　　  　0）

事業費（うち市負担額）【千円】

安全・安心な水道水の安定供給のため、配水場

等の配水施設（配水管を除く）の運転管理及び

配水場等の配水施設（配水管を除く）の電気、

機械設備等の保守点検及び補修を行う。

R7予算額

R6決算見込額

R5決算額 117,539

180,415

134,402

92.6

効率的な施設の運用及び機器点検等

を行い、安全・安心な水道水の安定

供給ができた。
水道の有収率（％）

（　　　  　0）

（　　　  　0）

3.5

水道情報管理システム整備事業 水道施設の位置、構造、設置時期等施設の基礎

的事項を記載した水道施設台帳について、シス

テムの更新・保守を行うことで、窓口業務の効

率化及び災害時等の危機管理体制の強化を図

る。

指標
総計の

現状値
R6実績値

事業の課題/今後の取組み

個別目標の

方向性
安全安心な水道水を安定供給します

R6決算見込額 5,155 （　　　  　0）

R7予算額 5,888 （　　　  　0）

昭和５０年頃までに施工された配水

管には、詳細な情報が残っていない

ものがあるため、漏水修理時等に得

られた情報を随時追加させていく必

要がある。

総合計画の位置づけ

基本目標 みんなが住みよい環境が整っているまち

個別目標
水道水の安定供給と下水機能が整い災害

にも備えているまち

事業費（うち市負担額）【千円】

R5決算額 5,896 （　　　  　0）

配水管情報をシステム化し、速やか

な情報把握が進展したことで窓口業

務における事務が効率化し、漏水発

生時等における迅速な対応が可能と

なった。

鋳鉄管（CIP）残存率

（％）
3.7

配水管維持事業 毎年度全戸対象に行っている漏水調査や、市民

等からの通報により漏水箇所を特定し、修繕を

行うことにより、漏水等による無駄な水資源の

流出を防ぎ、有効率の低下を防ぐ。

指標
総計の

現状値
R6実績値

事業名 事業目的/概要 総合計画の指標 取組みの成果/指標への影響

（　　　  　0）

令和６年度においては、＠＠件の漏

水を発見し、＠＠千円の漏水損失を

抑えた。
水道の有収率（％）

92.6 93.6

鋳鉄管（CIP）残存率

（％）
3.7 3.5

個別目標の

方向性
安全安心な水道水を安定供給します

R6決算見込額 100,804 （　　　  　0）

R7予算額 103,518 （　　　  　0）

漏水発生時において、修理対応にあ

たる施工業者及び交通誘導員の確保

が難しく、漏水対応に遅れが生じる

ことが課題である。
総合計画の位置づけ

基本目標 みんなが住みよい環境が整っているまち

個別目標
水道水の安定供給と下水機能が整い災害

にも備えているまち

事業費（うち市負担額）【千円】

R5決算額 120,050



事業名 事業目的/概要 総合計画の指標 取組みの成果/指標への影響 事業の課題/今後の取組み

93.6

検針・料金収納業務 水道事業における検針・収納業務を委託するこ

とで、人件費等の経費削減を図り水道事業の経

営健全に寄与する。委託業務の内容は、水道

メーターの検針及び交換、水道料金の徴収、開

閉栓等窓口受付、その他関連業務

指標
総計の

現状値
R6実績値

事業の課題/今後の取組み

個別目標の

方向性
安全安心な水道水を安定供給します

R6決算見込額 86,027 （　　　  　0）

R7予算額 87,258 （　　　  　0）

検針・料金収納の業務委託（R6～R8

の3年間）は、近隣2団体との合同選

考をおこなっているが、次回選考時

も合同選考の方向で関係団体と調整

していく予定である。

総合計画の位置づけ

基本目標 みんなが住みよい環境が整っているまち

個別目標
水道水の安定供給と下水機能が整い災害

にも備えているまち

事業費（うち市負担額）【千円】

R5決算額 79,892 （　　　  　0）

指標への影響は直接的ではないが、

水道料金の調定収納率を安定に保つ

ことにより、水道事業の経営健全に

寄与した。

水道の有収率（％）
92.6

配水管整備事業 地震等の災害に強い水道施設の構築、安全・安

心な水道水の安定供給のため、避難所となる小

中学校や病院施設といった重要施設への耐震化

及び被害率が高いと想定される管路の更新を行

う。

指標
総計の

現状値
R6実績値

事業名 事業目的/概要 総合計画の指標 取組みの成果/指標への影響

（　　　  　0）

計画に基づき耐震化事業を進めたこ

とにより、避難所等重要施設への配

水管が耐震化され、災害対応能力の

向上を図った。

鋳鉄管（CIP）残存率

（％）
3.7 3.5

個別目標の

方向性
安全安心な水道水を安定供給します

R6決算見込額 587,422 （　　　  　0）

R7予算額 643,643 （　　　  　0）

高度成長期に整備された水道管の老

朽化が進行しており、管更新を一定

のペースで進めていくための人員体

制が必要であるが、ベテラン職員の

退職や職員数の減少等により、経験

豊富な市職員が不足していることが

課題である。

総合計画の位置づけ

基本目標 みんなが住みよい環境が整っているまち

個別目標
水道水の安定供給と下水機能が整い災害

にも備えているまち

事業費（うち市負担額）【千円】

R5決算額 840,893


